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 ４．市民ワークショップの概要 

 

（１）実施概要 

市民ワークショップは、食育を市民運動として展開していくため、地域の身近な意見を「篠山

市食育推進計画」に反映させ、市民参画のもとで計画を策定することを目的に実施しました。 

 

開 催 月 日 内     容 

第 1 回 平成 19 年９月 14 日 

「ささやまの食って？」 

・食育って何？ 

・篠山の現状と篠山らしい食育とは？ 

第 2 回 平成 19 年９月 21 日 

「こんなふうになったらいいね」 

・篠山の目指す姿とは？ 

・みんなで出来ることを考えよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲１グループ 

▲２グループ ▲３グループ 
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（２）各グループの発表内容 

１グループ 

 

１グループでは、篠山の子どもたちに求めることや、

毎日の生活の中で身近にみられる食習慣のこと、さら

に篠山ならではの特産物のことなど、様々な意見が出

てきました。篠山市で必要な事として、「食育につい

てのＰＲ」「市民の意識づくり」「篠山を好きになる

ことが大切」といった意見が出ており、最終的には「全

国に発信できるような篠山市の食育を目指したい！」

という大きなテーマを定めました。 

話し合いの中では、食育についてもっとＰＲが必要

ではないか、そのためにはメディアの活用や、市民意識のレベルアップも大切であるという意見が

出ました。さらに食育のまちとして篠山市を全国に打ち出していくという方法もあるのでは、とい

った意見も出ています。 

具体的に自分たちでできることとしては、食べ物を作る側から、「食材選び」「作る」「食す」

という３つの段階で、自分たちができることについて考えました。（【資料１－Ａ】参照）そのベ

ースには食育についての意識と知識を持つことが必要であること、さらに、ただ単に作る、食べる

ということだけではなく、伝える・守るということも自分たちの役割ではないかという意見も出ま

した。 

そして、地域、団体、市の視点から、それぞれにできることについて考えました。（【資料１－

Ｂ】参照）地域という部分では、食文化を地域全体で若い人たちに伝えていくため、コミュニティ

づくりから考えていくこと。団体・企業では、職場でメタボリック対策を行うことや、お店などで

はバランスメニューの提供や食育推進のステッカーなどで食育を盛り上げていくこと。市としては、

市全体に対する食育ＰＲとしてキャラクターを作った

り、イベントを開催したりすること、さらに将来の食

の安全のためにも、自然環境を守っていくことなどが

求められています。 

また、このような市のすべての団体・企業・個人な

どが交流を図りながら連携していくことで、よりよい

篠山市の食育が進められるのではないか、と意見がま

とまりました。
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